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２０２０ 北海道特別支援教育研究協議会 

北特研だより  

 

 

 「新しい時代を見据えた教育活動･研究活動にむけて」 

 

北海道特別支援教育研究協議会 事務局長 田 中 敏 春  

（北海道札幌稲穂高等支援学校 教頭） 

 

 本研究協議会は、今年度、第１９次研究主題「自分らしく生きるために、主体的･

対話的で深い学びを通した指導の在り方はいかにあるべきか」のもと、2年目の研究

推進の年度でした。 

しかしながら、今年度は今も続く新型コロナウイルス感染症感染防止対応のため、

全特連の全国大会（長崎大会）はじめ、北特研においては、2年に一度の貴重な学び

の場である全道研究大会（札幌稲穂大会）を中止せざる終えなくなりました。このよ

うな状況は、本研究協議会は発足して以来、経験したことのない苦渋の決断であり誠

に残念ではありましたが、全道各地区の会員の皆様のご理解をいただき対応させてい

ただきましたこと、改めて感謝いたします。 

 現在、北海道も含む全国において新型コロナウイルス感染症の感染状況は、引き続

き予断を許さず、この状況は、今後もしばらく続いていくと思われます。このことは

、ご存じのとおり学校教育にも大きく影響していきます。児童生徒の健康･安全を第

一に、学校の新しい生活様式を踏まえ、先が見通せないこれからの時代に、主体的に

自分らしく生きる子どもたちを育成するためにどのように指導すべきか、教育活動の

質的向上や工夫などが求められると考えます。 

 このことを踏まえ、本研究協議会の在り方について、組織運営･研究推進など、従

前の在り方に戻すのは難しく、全特連事務局ともこれまで以上に連携を深めながら、

新しい時代に求められる新たな道・新たな方策を見つけていかなければならないとい

う難題に直面しています。 

 本校が総括事務局として２年間業務を推進してきましたが、十分な研究事業の推進

が行えなかったとともに、前述の課題に対しても明確の方策を打ち出せなかったこと

に対し、お詫びするとともに、会員の皆様の御理解、御協力をいただきましたこと、

深く感謝申し上げます。 

 次年度から、星置養護学校が総括事務局の任を担うこととなりますが、引き続き、

皆様の御支援をいただき、本研究協議会の発展と充実が図られることに期待をしてお

ります。 

 よろしくお願いいたします。 
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 「令和３年度役員研究協議会議案書（草案）」と「令和３年度研究大会運営の手引き（案）」

について、各地区の質問、意見及び総括事務局からの回答と提案 

 

 ２月に各地区において行われました理事研究協議会において、会員の皆様から御質問、御意見

をお寄せいただきました。より魅力的で、日頃の実践に役立つ研究会にしていきたいと思います

ので、議案書草案、研究大会運営の手引きを再度、御熟読いただくようお願いいたします。 

 

 「令和３年度北特研 役員研究協議会議案書（案）」について       

      内容          各地区から    総括事務局からの回答、提案 

令和２年度 

事業報告 

・稲穂での全道大会開催できず残念
だった。 

 

道

央 

 

令和２年度 

決算報告・監

査報告 

・全特連への分担金がコロナ禍での
規約変更になり、どのように変わ
ったか知りたい。単純に昨年度の
一律半額なのか、学級数の負担が
変わったのかなど。 

道

央 

・全特連規約 付則第１条、規約第４
条による団体会計の分担金につい
て、新たに条項が追加されました。 
「４ 天候等不測の事態があり、事
業計画等に著しく支障が出ると判
断された場合は、理事会の判断によ
り、その一部もしくは全額を免除す
る場合がある。」 
この条項に基づき令和２年度は学
級数×３００円から、学級数×１５
０円になりました。令和３年度も同
様の扱いとなる予定である旨の連
絡は、令和３年２月に実施された全
特連常任理事会の報告にて受けて
おります。 
 

令和３年度 

事業計画 

・（２）各地区研究大会の部分の豊
明の学校名が間違っているので
訂正をお願いしたい。 

・会員の参加を促すためにも､入会
のメリットと魅力を伝える広報
活動は大切。 

・会報やホームページを活用した各
校の研究の取組についての情報
交換も日常的にできるとよい。 

・コロナ禍2年目なので、今年度の
教訓を生かして活動の全面中止
ではなく、継続可能な研究活動を
追求してほしい。中札内の全道研
修会の様子も配信してほしい。 

・ワクチン接種が完了していないこ
とが予想されるので、全道大会に
ついてもZoomによる開催が望ま
しい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道

央 

・訂正いたします。 
 
 
・今後も北特研だよりの発行やHPにて

取り組みを進めることが大切と考
えます。 

 
 
 
・今後も検討が必要です。 
 
 
 
 
・今後も検討が必要です。 
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令和３年度 

会計予算 

・新型コロナウイルス感染症の収束
が見込めない中、各地区大会が以
前のような形では明らかに実施
できず、中止あるいは遠隔会議シ
ステムを用いた方法などが考え
られる。この場合に、会員会費を
通常に求めても、会員にとっての
メリットが何か説明が付かない。
今年度同様の措置はできないか、
あるいは会費は減額するべきと
考える。 
地区理事会だけでなく、役員研究
協議会においても遠隔会議シス
テムで行うべきと考える。 

・コロナ禍の中で年会費3,000円に
見合う内容の研究大会の企画等
がなければ、会員数の大幅な減少
が予想されるのではないか。3,00
0円が妥当な金額であるかどうか
､検討が必要ではないか。 

・コロナ禍､十分な研究活動（充実
した地区大会、研修会など）の保
障が難しい中、「魅力ある北特研
」への加入動機は低迷することが
懸念されます。研究集録の還元が
なくなるとなおさらです。何か「
魅力」を発掘しないと。 

・コロナ禍での研究大会の開催方法
や内容と会費（金額も含めて）と
のバランスについて、再考の必要
があるのではないか。 

道

央 

・現在も道東地区大会兼全道研修会を
含めて、各地区大会の実施方法につ
いては各地区理事校を中心に検討
をしていただいているところです。
今後も検討していく中で、必要な経
費等を鑑みた会費の設定と会員募
集を行うことが必要となります。リ
モートでの実施等オンラインでの
大会を行うのであれば、そこに一定
の経費が必要となることから、大幅
な減額をしつつも、会費を徴収する
ことは必要と考えます。また、研究
紀要を書籍とするかデータ化する
かによっても経費が変わります。今
後の地区大会実施の方向性を見定
めながら会費設定、会員募集を行っ
ていくこととなります。 

※全特連常任理事会において令和３ 
年度の方向性が示されました。各地 
区大会（北海道地区の大会という意
味で令和３年度については道東地
区大会兼全道研修会が相当します）
は、紙面での実施を含めて実施する
、また研修集録を作成する、ことが
示されました。 

 
 
 

確認事項につ

いて 

・全国大会に向けての体制作りお疲
れ様です。 

・全国大会を視野に入れたローテー
ションを検討していただきあり
がたい。 

道

央 

・令和３年度については紙面開催が確
定しておりますが、令和４年度以降に
ついては未定の状況です。新型コロナ
ウイルス感染症の感染状況によって
変化することも想定されますが、実施
する方向で準備を進めていくことが
必要と考えます。 

第 20次研究計

画 

・適切な研究計画である。 
・真に「令和の日本型学校教育」の
構築、コロナ禍での実りある研究
活動の在り方を探る研究ができ
るとよい。 

道

央 

 

・来年度以降も研究活動を進めていた
だきますよう、よろしくお願いいた
します。 

会則・細則 ・12ページ第19条の学校名の略し方
を統一してはどうか。（高等養護
が高養なら高等支援は高支など） 

・コロナ禍での地区理事研究協議会
や研究大会の開催を考えると、道
央地区の学校数が多いので、２つ
に分けてはどうか。（例えば義務
校と単置校を分けるなど） 

道

央 

・今後検討いたします。 
 
 
・過去にも同様の議論があったと記憶

しています。分けることによるメリ
ットとデメリットがあることから、
今後も検討が必要と考えます。 

令和３年度 

会員助成、研

修会助成 

・開催された場合、コロナ禍、会場
校への参加は難しいと思うので、
ホームページやその他の方法で
情報共有したい。 

道

央 

・各校における研修会の開催状況や開
催計画について、今後も感染症対策
を前提にした取り組みが必要なこ
とから、予算計画の状況に応じて助
成金の設定を行う必要があると考
えます。 

資料 ・会員数の現状維持を願うばかり。 
道

央 

・各校において、北特研の意義と維持
に向けた働き掛けをよろしくお願
いいたします。 
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「研究大会運営の手引き（案）」について         

 

      内容         各地区から    総括事務局からの回答、提案 

「研究大会運営

」の手引き（案

） 

・現在の区域割では、道央地区が
他の３地区の2倍の学校数とな
っている。コロナ禍、集団が大
きすぎるため「密」を避けた研
究活動は当分難しいと思う。地
区大会を２カ所に分散して行う
などの改善策の検討が必要。 

・コロナ禍での地区理事研究協議
会や研究大会の開催を考えると
、道央地区の学校数が多いので
、２つに分けてはどうか。（例
えば義務校と単置校を分けるな
ど） 

・学校名の略し方を統一してはど
うか。（高等養護が高養なら高
等支援は高支など） 

 

道

央 

・例年議論されている状況と思われま
す。どのような形で分けるべきか、
また、そのことがもたらすメリット
デメリットを検討いただく必要が
あるかと思います。引き続き、道央
地区理事会、分散総会等での議論を
お願いいたします。 

・今後検討します。 
 
 
・ 

令和３年度 各

地区研究大会に

ついて（案） 

＊コロナ対応、開

催方法等 

・それぞれの地区において、現在進行形で地区大会開催に向けたご検討をい
ただいているところです。詳細が確定したのちにお知らせいたします。 

 

 全国大会の御案内 

 

 第60回全日本特別支援教育研究連盟全国大会（和歌山大会） 

  ○主題 「志をもち、未来社会を自立的に生きる子供たち」 

      ～一人一人の教育的ニーズに応じる教育の充実を求めて～ 

  ○期日・会場 紙面開催 

※詳しくは、全特連ホームページを御覧ください。  

 

各地区研究大会の御案内 

 

○各地区ともに、現在もどのような形で研究大会を行うべきか 

検討中です。新年度あらためてご案内させていただきます。 

 

総括事務局として２年間「北特研だより」を発行させていただき  

ました。会員の皆様の御協力をいただき何とか発行することができ 

ました。感謝申し上げます。  

来年度、総括事務局は、北海道星置養護学校に移管しますが、ど  

うぞ今後とも北特研だより作成への御協力等よろしくお願いいたし  

ます。 

 


